


・
Ｉ

一

は じとわιこ

最近 、照明技術の著 しい進歩 に ともない照明があ らゆ

る方面 に利用 され 、よ り快適 な、そ してよ り経済的 な照

度 、すなわ ち工場や事務所においては生産能率 、事務能

率の向上に、家庭 内では室内の装飾や雰囲 気に変化 を も

たせ るために、また、テ レビ放送業界 、建築業界ては光

源管理 、照明演 出等で、よ り適正 な照度 、照明管理が要

求 されてお ります

弊社 は此等一連の要求 に応 えるため、今度 、本照度計

246型 を開発いた しま した .

受光器 に高品質のセ レン光電池 を使用 し、指示計 に高感

度直流計 を使 用 した小型軽量 、携帯便利、受光部回転 可

能 、性能抜群の光電池照度計 であ りますら

本照度計 を使 って皆様の希望 され る照度 で生活環境 、作

業環境 を改善 され ることをおすすめいた します .

なお、各施設の照度基準は 日本工業規格」:S Z9110「照

度基準」に定め られ、本規格 で もその環境 に適 した照度

にす ることを推奨 してい ます。



セ コニック光電池照度計 246型仕様

低  照  度  0～ 1000:x(赤色の 目盛 )
普通測定範囲  0～ 5000:x(黒 色の 日盛 )
高  照  度  付属品の 10倍の倍率器 (ス ライ ド)を使

用 して 50000:xま で測定 できます。

± 10%(た だ し色温度 2054° Kの単平面型 タングステン

標準電球 で試 験 )

各 部 名 称

ホ トテスク
(低照度用 )

赤点

受光部

ホ トテスク

(普通測定用 )
角度

30°

60°

誤差

-3%以 下
-10%以 下

0～ 1000!x

O～ 5000:x

(補 正 な し……光源 によ る係数使 用 )

(補 正 あ り)

電池 不要

温度  5～ 35℃
湿度  45～ 85%

112列屁× 50瘤"× 27""  135,

小型軽量 、携帯便利 、受光部回転 可能



使 用方 法

付属品のホ トデス ク(自色平板 )を照度計の受光部 にセ ッ

トす ると測定準備 が完 了 します。

セ ッ トはホ トデスクの枠 についてい る自点又は赤点 を照

度計の受光部 (本体の頭部 で円形の凹 となつてい るとこ

ろ )の 自点 に合わせて差 し込み 、時計方向に軽 く(45° ～

90° 位 )ま わす と簡単 にでき上 ります。

0～ 5000ル ックスの照度 を測定 す る場合は照度計の受光

部に普通測定用ホ トデスク (ホ トデス クの裏側 に緑色の

フィル ターがついた もの で、その枠 に自点がついてい る

ホ トデス ク)を セ ッ トし、その ホ トデス クの部分 を測定
しよ うとす る照度面 に平行にお くと目盛板上 にあ る指針

が動いて、その時の照度 を指示 します。 この場合は 目盛

板上の黒色の指示値 を読み とって下 さい。その数値が そ

の場の照度 です。

5000～ 50000ル ックスの照度を測定 する場合は照度計の 受

光部に普通測定用のホ トデスク (ホ トデスクの裏側 に緑

色の フィル ターがついた もので、その枠 に自点がついた

ホ トデス ク)を セ ッ トし、更に付属品のスライ ド (倍率
器 、黒色の鉄板 で穴が あいてい るもの )を照度計の受光
部の頭 部か ら差 し込み、上記の普通測定 と同様 な方法 で

測定 します。 この場合は日盛板上の指針の指示値を10倍

したものです。
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と簡単 にその時の照度 が算 出され ます。

照度面の位置 によって測定値の読取 りが困難 な場合は、

照度計の受光部又は本体 を指示値が見易い角度 に回転 さ

せて ご使 用いただ くと大変便利 です。
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受光部ιこ光が入 らないよ うに して も才旨針が 0に戻 らない

時は本体裏側 中央下部のネジを左右に まわ して調整 して

下 さい。



光が斜めに入射 して くるあ る面の照度 Eは

E=士∞"…銭則
光源の光度

光源か らの距離

面上にたてた法線 と光源 との角度

で表わせ ます。

このためホ トデス クを使 用 して理論値 に合 うよ うに角度

補正 を行 ってい ます。
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照度は人の限に感ずる明るさが基礎 となつていますが、

眼の感 じ方は光の波長によつて異なります。眼の波長に

対する感 じ方を比視感度 といい、照度計はこの特性 と近

似 しています。
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① 測光時 に測光者、その他のかげが受光部 (ホ トデス

ク面 )に 入 らないよ うに注意 して下 さい。
計器 は測光面 ここ平行 に して測定 して

‐
下さい。

高温度 、高照度の場所 に長時間放置 す るよ うな こと

は さけて下 さい。

④ 使用しない時はケースの中に納めてできるだけ湿気
のないところで保管 して下さい。

②

③

アフターサービスについて

弊社 の製品 には一定期間内の無料修理 をお引受けす る保証書 が添付

されてお りますので、記載事項 をお確 かめの うえ販売店 よ りお受取 り

くだ さい。

なお保証書 の再発行 は致 しませんので、取扱説明書 と併せて大切 に保

管 して ください。

無 料保 証 期 間 な どにつ い て

可)御〔*lf力t iE期 ‖11は お ,I11ず ||よ り 1,,

午 ‖で こざいま り

②保詢「 i卜 にお買_11げ Hお よび 1反売ri名
のない もの よ,t`讃 :の 対象にな りま し

んので、必 ダお確かめ くだ さい

くつ1〔本lf呆 .I期間内で もイ,本1修 fFと な る

場 合もございま けので、保
`誌

け卜の記

lt Jirliを お確かめ くださぃ

●インt訂 F期 間維 ,世 後の 1参」lTは イ「な とな り

ま す また、連 11:考 llト リはお客様 に
ご ft lt願 いま り。

補修用性能部品の保有期間などについて

iれ打修用‖:能吉

“

品は 5年 間を II安 に f力 t
イ]し てお ります .し たが って、 本期
間中は lfJ目 1と して修jlを お′受けいた

しま け なお故「 F簡所にょ りま して
は期 IJが il lざて も1'理 ‖∫能の場 合も

あ りま すのでサ ービ スセ ンタ ーにお

||‖ 合せ ください。

②修 ll可能 期間はこ 1■ 用の状 態や環境、
お 千人の 1え 態な とによ って 異なる場

イトがあ りますので、現品をこ持 参の

うえお 買 Lげ riま たは リ ービスセ ン
ター にご‖1談 くだ さい .

31'理 ‖∫能 期 ll内でも浸冠 水、強度の
シ ,ッ ク、 そσ)他 ‖:傷のい ちじる し
い しので、 1ち理 後の機能・ll持

に 円題

か残ると思われ ますものにつきまし

Cは 修 t■不能 となる場 合があ ります _

修理 ご依頼時におけ る留意事項

11ら 11:il11に つきまして よ、故「「 内容を、

また ご指定の 1'理 簡所があ りま け場
合には、その指定 簡 17Tを できるだけ

共 llN的 にお申し出 ください

ご指定のない場 イトには、 各部 点検を

は じめ品質的、 1■能 的に′Z要と認め
られ る タベての ところを検 査 調整
修 IEす ることにな り、 1参 lT本1令が

加算される場 合があ りますので ご留

地:く ださい .

②修理 をご依頼されたものの 中には、

単 に電 池を 変換 するだけで 1に ,杵 に作

動 する「故障 していないもの」が 見

受 けられ ます 電 池の容 ≒t低 ド、 l■l
Oの 逆、定格違 いな どについて、よ
くお確め くだ さぃ

転居・贈答品の場合の手続きについて

① 転

"は
た よ遠隔地か らの贈答 :Tlで 1反

,tllliに ご依束llし にくい 1易 イ)は 、 1と寄

りの 1ナ ーtEス セ ンタ ‐にご利l談 くだ

さい .

お問合せ先について

本製品の保証、修理、 fた い方な どのお

‖イ せヽ は、最寄 りの サー ビスセ ンター

を ご利用 ください。



★適正な明るさは、何ルクス(lx)?
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工 場

●精密機械、電子部

品の製造

○設計

○製図

●印刷工場での植字、

校正

○分析 ○組立て
○検査 ○選別

0-般製造の工程
0普通の視作業
○包装

○倉庫内の事務

装

造

包

荷

○

○

●出入日、廊下

●洗面所

●通路、階段

○簡単な包装

●屋内非常階段 ●倉庫
○荷積み、荷降ろし

事 務 所

○設計

○タイプ

○製図

○キーパン
チ

●事務室 0会議室      ●応接室
○配電盤、計器盤  ●食堂
Oili子 計算機室   ●娯楽室
0エレベーターホール

●雑作業室

●湯沸室

●廊下、階段

●便所

●更衣室

●倉庫

●玄関

●屋内非常階段

住 宅

○手芸 C 裁縫 ○勉強 C ,言売竃F ○化粧 ○食卓

○流し台

○調理台

○娯楽 ○洗たく

古
嶼

ヂ●■

○陳列の最重点 ○重要陳列部

○レジスタ

〇包装台

el:孝↑
|°

戻舞品
|・

応接室●洗面所
●廊下、
階段

●店内全般

病 院

●視機能

検査室

●手術室

●応急処置

●調剤

●診療室 ●食堂
●救急室 ●配膳室
●調剤室

●顧i会室

●外来の

廊下

●病室

●薬品

倉庫

●便所

●階段

●非常階段

当
す 校

○精密製図

○精密実験

○ミシン縫い

○図書閲覧

●教室 ●教職員室
●保健室 ●給食室
●実験実習室

●屋内運動場 ●pt堂 ●廊下、階段
●洗面所 ●使所

●非常階段

飲 食 店

○サンプルケース ●調理室

Cル ジスタ
G食卓

●玄関

●洗面所

●廊下、階段

。
店

容

髪

美

理

〇セット

○毛染め

○メーキャップ

O顔そり
C着付
⊂マた髪
Gレ ジスタ

※付表中の○印の作業の場所は、局部11り|によってこの照度を得てもよにヽ。この場合の全樹支月1り lの 11度 は、た1‖ :11り 1による1彙度の1/10以上であることが望ましい。


